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ク
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企
業
価
値

グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
フ
ォ
ン
・
タ
ン

一
、
は
じ
め
に

　

二
〇
二
一
年
三
月
に
世
界
的
な
食
品
大
手
ダ
ノ
ン
社
の

エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
フ
ァ
ー
バ
ー
最
高
経
営
責
任
者
（
Ｃ
Ｅ

Ｏ
）
は
、
株
価
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
同
業
他
社
に
比
べ

て
劣
っ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
取
締
役
会
か
ら
解
任
さ
れ

た
。
注
目
す
べ
き
は
、
フ
ァ
ー
バ
ー
が
Ｅ
Ｓ
Ｇ
を
強
力
に

推
進
し
て
お
り
、
国
連
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
立
ち

上
げ
た
人
物
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
ダ
ノ
ン
退
社
後
に

フ
ァ
ー
バ
ー
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
（
国
際
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

基
準
審
議
会
）
の
初
代
議
長
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

フ
ァ
ー
バ
ー
の
解
任
は
、
企
業
の
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
と
っ
て
、
特
に
持
続
可
能
性
（
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
）

と
環
境
保
護
主
義
者
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を
持
つ
経
営
者

に
と
っ
て
、
様
々
な
利
害
関
係
者
の
要
求
を
い
か
に
し
て

満
た
す
か
べ
き
か
と
い
う
難
問
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ダ
ノ
ン
社
の
取
締
役
会
は
、
ダ
ノ
ン
社
が
サ
ス
テ
ナ

ブ
ル
な
資
本
主
義
の
支
援
者
か
ら
評
価
さ
れ
て
い
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ル
ー
ベ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
と
ア
ル
テ
ィ
ザ
ン
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
を
中
心
と
す

る
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
株
主
か
ら
の
圧
力
を
受
け
て
フ
ァ
ー
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バ
ー
を
解
任
し
た
の
で
あ
る
。

　

経
営
者
が
ア
ク
テ
ィ
ビ
ス
ト
株
主
を
満
足
さ
せ
る
た
め

に
短
期
的
な
利
益
を
最
大
化
す
る
か
、
も
し
く
は
、
長
期

的
な
企
業
価
値
の
増
大
を
念
頭
に
持
続
可
能
な
戦
略
を
追

求
す
る
か
の
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
近
年
、
企
業
が
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

と
、
こ
の
ジ
レ
ン
マ
は
よ
り
深
刻
と
な
っ
た
。

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
は
今
の
ホ
ッ
ト
ト
ピ
ッ
ク
で
あ

り
、
地
球
や
国
、
企
業
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
の
重
要
性

を
訴
え
る
際
に
、
政
府
、
国
際
機
関
、
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー

ダ
ー
や
研
究
者
は
気
候
変
動
の
脅
威
を
強
調
す
る
こ
と
が

多
い
。
さ
ら
に
近
年
で
は
、
生
物
多
様
性
リ
ス
ク

（Biodiversity risk

）
と
呼
ば
れ
る
、
企
業
に
と
っ
て
何

を
意
味
す
る
の
か
、
誰
が
対
応
す
べ
き
な
の
か
が
明
確
で

な
い
リ
ス
ク
も
重
要
視
さ
れ
始
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
幾
ら
か
を
埋
め
る
た
め
に
、
本

稿
で
は
企
業
活
動
に
お
け
る
生
物
多
様
性
や
生
物
多
様
性

エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
・
リ
ス
ク
、
な
ら
び
に
生
物
多
様
性

か
ら
起
き
る
損
失
に
つ
い
て
、
学
術
的
な
先
行
研
究
が
示

す
示
唆
を
記
す
。

二�

、
生
物
多
様
性
と
生
物
多
様
性

リ
ス
ク

⑴
　
生
物
多
様
性
と
は

　

生
物
多
様
性
（Biodiversity

）
の
正
確
な
記
述
はBi-

ological D
iversity

で
あ
る
。
生
物
多
様
性
の
定
義
は

複
数
あ
る
が
、
一
九
九
二
年
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
で
開

催
さ
れ
た
地
球
サ
ミ
ッ
ト
（Earth Sum

m
it

）
に
お
け

る
生
物
多
様
性
条
約
（Convention on Biological D

i-

versity

）
に
お
け
る
定
義
が
、
国
際
的
な
機
関
や
組
織

で
一
般
的
に
使
わ
れ
て
い
る
生
物
多
様
性
の
定
義
と
な
っ

て
い
る
。
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こ
の
生
物
多
様
性
条
約
に
お
い
て
、
生
物
多
様
性
は

「
生
物
種
内
、
生
物
種
間
、
生
態
系
の
多
様
性
を
含
む
、

あ
ら
ゆ
る
供
給
源
か
ら
の
生
物
間
の
変
動
性
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
欧
州
環
境
機
関
（European Envi-

ronm
ent A

gency

）
は
、
生
物
多
様
性
を
、
世
界
ま
た

は
特
定
の
生
息
地
に
お
け
る
生
態
系
（
自
然
資
本
）、

種
、
遺
伝
子
の
多
様
性
に
与
え
ら
れ
る
名
称
と
定
義
し
て

い
る
。

　

生
物
多
様
性
は
、
我
々
の
経
済
や
社
会
を
支
え
る
サ
ー

ビ
ス
の
根
源
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
（
幸
福
で
満
た
さ
れ
た
状
態
）
に
と
っ
て
不
可
欠
で

あ
る
。
日
本
の
環
境
省
の
作
業
部
会
メ
ン
バ
ー
が
ま
と
め

た
「
生
物
多
様
性
展
望
三
」
で
は
、
豊
か
な
生
物
多
様
性

に
支
え
ら
れ
た
生
態
系
が
も
た
ら
す
恵
み
（
＝
生
態
系

サ
ー
ビ
ス
）
が
、
人
間
の
生
存
に
不
可
欠
と
な
る
安
全
な

水
や
食
料
の
確
保
を
も
た
ら
し
、
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心

を
支
え
、
さ
ら
に
は
地
域
固
有
の
文
化
を
育
む
基
盤
と
な

り
、
人
間
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
に
寄
与
し
て
い
る
と
述

べ
て
い
る
。

⑵
　
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
と
は

　

二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
か
ら
生
物
多
様
性
が
世
界
的
に
危

機
に
瀕
し
て
い
る
こ
と
は
、
数
多
く
の
学
術
研
究
や
報
告

で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
二
〇
〇
五
年
の
ミ
レ

ニ
ア
ム
生
態
系
ア
セ
ス
メ
ン
ト
（M

illennium
 Ecosys-

tem
 A

ssessm
ent

）
は
、
人
間
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ

れ
た
種
の
絶
滅
速
度
は
、
地
球
史
に
お
け
る
典
型
的
な
絶

滅
速
度
の
一
、
〇
〇
〇
倍
で
あ
る
と
報
告
し
て
い
る
。
メ

キ
シ
コ
湾
で
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
社
に

よ
る
原
油
流
出
事
故
や
ア
ラ
ス
カ
で
の
エ
ク
ソ
ン
・
バ
ル

デ
ィ
ー
ズ
社
に
よ
る
原
油
流
出
事
故
、
ニ
ジ
ェ
ー
ル
・
デ

ル
タ
で
の
シ
ェ
ル
社
に
よ
る
原
油
流
出
事
故
な
ど
、
企
業

が
引
き
起
こ
し
た
大
規
模
な
生
物
学
的
大
惨
事
は
、
地
域

の
生
物
多
様
性
に
多
大
な
損
害
を
与
え
た
だ
け
で
な
く
、
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企
業
の
評
判
を
著
し
く
損
な
い
、
企
業
に
莫
大
な
財
務
的

損
失
を
も
も
た
ら
し
て
い
る
。

　

生
物
多
様
性
リ
ス
ク
と
気
候
（
変
動
）
リ
ス
ク
は
関
連

し
て
い
る
が
、
概
念
的
に
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
生
物

多
様
性
リ
ス
ク
は
地
球
上
の
多
様
な
生
物
に
対
す
る
脅
威

と
そ
の
結
果
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
一
方
で
、
気
候
リ
ス

ク
は
気
候
変
動
に
よ
る
負
の
結
果
に
焦
点
を
当
て
て
い

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
生
物
多
様
性
の
損
失
が
気
候
変
動

を
促
進
し
（
例
え
ば
炭
素
吸
収
源
の
破
壊
）、
気
候
変
動

が
多
様
性
の
損
失
を
悪
化
さ
せ
る
（
例
え
ば
森
林
火
災
や

異
常
洪
水
に
よ
る
人
命
の
損
失
）
と
い
う
意
味
で
、
二
つ

の
リ
ス
ク
は
相
互
に
関
連
し
て
い
る
。

　

生
物
災
害
（Biological disasters

）
や
種
の
絶
滅
が

急
速
に
進
む
中
、
企
業
が
直
面
す
る
生
物
多
様
性
の
損
失

や
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国

連
総
会
は
二
〇
一
一
年
か
ら
二
〇
二
〇
年
を
「
生
物
多
様

性
の
一
〇
年
」
と
宣
言
し
、
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
両

分
野
で
こ
の
分
野
の
学
術
研
究
を
増
や
す
こ
と
を
目
的
と

す
る
「
生
物
多
様
性
戦
略
計
画
（Strategic Plan for 

Biodiversity

）」
を
発
表
し
た
。
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム

が
作
成
し
た
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
リ
ス
ク
・
レ
ポ
ー
ト
二
〇

二
三
」⑴

で
は
、「
生
物
多
様
性
の
損
失
と
生
態
系
の
崩

壊
」
が
、
今
後
一
〇
年
間
で
最
も
急
速
に
悪
化
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
リ
ス
ク
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
二
二
年
に
公
表
さ
れ
た
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ

ブ
（
Ｇ
Ｒ
Ｉ
）
基
準
は
、
依
然
と
し
て
世
界
で
最
も
広
く

使
用
さ
れ
て
い
る
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
基
準
で
あ

る
。
生
物
多
様
性
報
告
に
関
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ

ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
基
準
委
員
会
（
Ｇ
Ｓ
Ｓ
Ｂ
）
が
「
Ｇ
Ｒ

Ｉ
三
〇
四
：
生
物
多
様
性
二
〇
一
六
」
を
導
入
し
て
い

る
。
こ
の
基
準
に
は
、
組
織
が
生
物
多
様
性
に
関
連
す
る

影
響
と
、
そ
れ
ら
の
影
響
を
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
る

か
に
関
す
る
情
報
を
報
告
す
る
た
め
の
四
つ
の
開
示
（
図
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表
１
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

三�

、
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
と
企
業

価
値
：
先
行
研
究
の
レ
ビ
ュ
ー

　

気
候
変
動
と
そ
の
国
や
企
業
へ
の
経
済
的
影
響
に
対
す

る
最
近
の
学
術
的
・
政
策
的
関
心
を
考
え
る
と
、
生
物
多

様
性
リ
ス
ク
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
と
そ
の
企
業
へ
の
影

響
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の
事
実
と
示
唆
を
提
供
す
る
こ

と
が
重
要
と
な
る
。
投
資
家
は
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
に
関

心
を
持
つ
べ
き
で
あ
る
の
か
？
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
は
企

業
価
値
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
の
か
？
こ
れ
ら
の
疑
問
に

対
す
る
答
え
を
見
つ
け
る
た
め
に
、
本
節
で
は
既
存
の
学

術
研
究
を
レ
ビ
ュ
ー
す
る
。
以
下
で
、
①
理
論
的
枠
組

み
、
②
生
物
多
様
性
保
全
に
向
け
た
企
業
行
動
と
動
機
付

け
、
③
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
と
企
業
価
値
の
関
係
に
つ
い

て
ま
と
め
る
。

図表１　基準 GRI 304「生物多様性2016」の概要

開示304- 1 　保護地域内あるいはそれ
に隣接した場所、および保護地域外で
生物多様性の価値が高い地域に所有、
賃借、または管理している事業用地

開示304- 2 　生物多様性に対する活動、製品お
よびサービスの著しい影響

報告組織は、以下の情報を報告しなけ
ればならない：

ⅰ．地理的位置
ⅱ．事業の種類
ⅲ．運営サイトの規模
ⅳ．生物多様性の価値

報告組織は、以下の情報を報告しなければなら
ない：

1．�製造工場、鉱山、輸送インフラの建設ま
たは使用、汚染、外来種、有害生物、病
原菌の持ち込み、種の減少、生息地の転
換など、生物多様性への直接的および間
接的な重大な影響の性質。

2．�影響を受ける種、影響を受ける地域の範
囲、影響の持続期間に対する、直接・間
接的な正負の重大な影響。

開示304- 3 　保護または修復される生
息地

開示304- 4 　事業の影響を受ける地域に生息す
るIUCNレッドリスト種および国の保護対象種

報告組織は、以下の情報を報告しなけ
ればならない：

a．�保護または復元されているすべ
ての生息地の規模および位置

b．各エリアの状況
c．使用した基準、方法論、仮定

報告組織は、以下の情報を報告しなければなら
ない：

a．�組織の事業によって影響を受ける地区内
の生息地域に生息するIUCN（国際自然
保護連合）のレッドリスト種（絶滅危惧
種）および国の絶滅危惧種リストの総数。
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⑴
　
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
と
企
業
業
績
の
関
係
を
支
え
る

理
論
的
枠
組
み

　

生
態
系
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
価
値
は
非
常
に
重
要

で
あ
る
が
、
企
業
に
と
っ
て
の
経
済
的
影
響
に
つ
い
て
は

必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
ま
ず
、
こ
の
分
野
に
関
連
す

る
理
論
を
概
観
し
、
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
の
認
識
と
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
に
関
し
て
企
業
が
注
意
を
払
う
べ
き
根
本
的
な

前
提
を
見
て
み
よ
う
。

　

企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
企
業
行
動
に
お
け
る
生
物
多
様
性

の
重
要
性
を
説
明
す
る
学
術
的
な
理
論
は
複
数
あ
る
。
最

も
重
要
な
理
論
と
し
て
は
「
資
源
ベ
ー
ス
理
論
（Re-

source-based theory

）」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
理
論
で
は
、
企
業
の
長
期
的
な
競
争
優
位
性
は
、
①

貴
重
で
あ
り
、
②
代
替
不
可
能
で
、
③
複
製
に
コ
ス
ト
が

か
か
る
資
源
や
能
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
④
効
果
的
に

管
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。
一
般
的
に
、
多
様
な
生
態
系
は
企
業
に
自
然
資
本

を
提
供
し
、
特
定
の
企
業
や
セ
ク
タ
ー
に
は
特
に
複
製
不

可
能
な
資
源
を
提
供
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
物
多

様
性
の
保
護
と
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
の
予
防
は
、
ま
さ
に

企
業
の
将
来
に
お
け
る
生
存
を
守
る
た
め
に
重
要
で
あ

る
。

　

二
つ
目
の
理
論
は
、「
正
当
性
理
論
（Legitim

acy 

theory

）」
で
あ
る
。
こ
の
正
当
性
理
論
に
よ
る
と
、
企

業
は
社
会
的
な
圧
力
に
よ
っ
て
よ
り
多
く
の
情
報
を
提
供

す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
生
物
多
様
性
の
開
示
は
、
主

に
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
開
示
と
な
る
。
こ
の
理
論
を
使
っ
て

企
業
が
環
境
情
報
を
開
示
す
る
動
機
に
つ
い
て
検
討
す
る

先
行
研
究
で
は
、
企
業
は
環
境
に
優
し
い
と
い
う
認
識
を

促
進
す
る
た
め
に
、
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
と
呼
ば
れ

る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ピ
ン
を
利
用
す
る
可
能
性
が
示

唆
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
論
の
研
究
者
ら
は
、
企
業
が
環

境
報
告
に
取
り
組
む
の
は
、
自
社
の
正
当
性
を
高
め
る
た

め
、
あ
る
い
は
異
な
る
企
業
イ
メ
ー
ジ
を
宣
伝
す
る
た
め
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か
も
し
れ
な
い
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

⑵
　
生
物
多
様
性
に
対
す
る
企
業
行
動
と
動
機
付
け

　

第
一
に
、
先
行
研
究
の
幾
つ
か
は
、
企
業
は
い
ま
だ
に

生
物
多
様
性
に
対
し
て
消
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
中
で
も
経
営
理
念
や
主

要
な
生
産
プ
ロ
セ
ス
を
根
本
的
に
変
え
る
こ
と
な
く
、
環

境
へ
の
影
響
を
減
ら
す
こ
と
で
外
部
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
の
期
待
を
管
理
す
る
責
任
を
指
向
す
る
「
反
応
的
ア

プ
ロ
ー
チ
（Reactive approach
）」
が
あ
る
。
企
業
が

自
ら
環
境
問
題
に
取
り
組
み
始
め
た
と
き
、
そ
れ
は
通

常
、
リ
ス
ク
や
コ
ス
ト
、
そ
し
て
営
業
許
認
可
の
観
点
か

ら
で
あ
っ
た
。O

verbeek et al.（2013

）
は
、
オ
ラ
ン

ダ
の
国
内
外
一
二
社
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
担
当
者
に
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
企
業
が
生
物
多
様
性
を
保
護
す
る
の

は
、
公
的
な
政
策
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
二
に
、
多
く
の
企
業
が
社
会
的
責
任
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ
）
を

戦
略
的
政
策
の
課
題
と
み
な
し
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
企

業
で
は
、
広
報
部
門
の
下
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
部
門
や
サ
ス
テ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
ア

ニ
ュ
ア
ル
レ
ポ
ー
ト
を
通
じ
て
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
報
告
し
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
国
内
外
の
企
業
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
生
物
多
様
性
は
新
し
い
テ
ー

マ
で
あ
り
、
企
業
レ
ベ
ル
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
（
例
え

ば
、
エ
ネ
コ
社
、
Ｄ
Ｓ
Ｍ
社
、
シ
ェ
ル
社
、
ア
ホ
ー
ル
ド

社
、
Ｋ
Ｌ
Ｍ
社
）。
そ
の
一
方
で
、
自
然
管
理
の
た
め
の

活
動
は
、
よ
り
多
く
の
場
合
、
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
責

任
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
例
え
ば
Ｄ
Ｓ
Ｍ

社
、
ハ
イ
ネ
ケ
ン
社
、
イ
ケ
ア
社
）。
天
然
素
材
に
依
存

し
て
い
る
中
小
企
業
は
Ｃ
Ｓ
Ｒ
方
針
を
定
め
て
い
な
く
と

も
、
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
へ
の
本
質
的
な
注
意
を
喚
起
し

て
い
る
。

　

第
三
に
、
積
極
的
な
生
物
多
様
性
活
動
は
、
野
心
的
な
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Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
そ
の
他
の
経
営
陣
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
て
い

る
。
い
く
つ
か
の
企
業
は
、
伝
統
的
な
企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
や

環
境
報
告
書
を
超
え
て
、
企
業
内
部
の
組
織
と
と
も
に
、

彼
ら
が
活
動
す
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
や
市
場
を
形
成
し

変
革
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
特
に
、
今
後
数
十
年
の
間
に

社
会
的
に
大
き
な
変
化
が
起
こ
る
と
予
想
さ
れ
る
食
品
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
、
モ
ビ
リ
テ
ィ
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
、
企

業
は
こ
の
よ
う
な
予
測
不
可
能
な
変
化
に
対
処
す
る
方
法

を
模
索
し
て
い
る
。

　

第
四
に
、
セ
ク
タ
ー
に
よ
っ
て
対
応
が
異
な
っ
て
い

る
。
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
を
よ
り
多
く
被
っ
て
い
る
セ
ク

タ
ー
の
企
業
は
、
対
応
レ
ベ
ル
が
高
い
傾
向
に
あ
る
が
、

物
質
的
な
生
物
多
様
性
へ
依
存
す
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
力

は
低
い
。
自
然
資
本
に
最
も
依
存
し
て
い
る
セ
ク
タ
ー

は
、
建
設
、
農
業
、
食
品
・
飲
料
の
三
つ
で
あ
る
（
二
〇

二
二
年
の
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
）。
例
え
ば
農
業
と
伐

採
は
、
絶
滅
危
惧
種
と
非
絶
滅
危
惧
種
の
両
方
に
対
し

て
、
資
源
採
掘
産
業
よ
り
も
は
る
か
に
大
き
な
脅
威
を
与

え
て
い
る
。
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
よ
る
と
、
農
業

と
伐
採
は
そ
れ
ぞ
れ
一
一
、
五
〇
五
種
と
一
〇
、
四
一
九

種
を
脅
か
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
そ
れ
ぞ
れ
五
、
〇
〇

〇
種
の
絶
滅
危
惧
種
が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
採
掘

産
業
は
二
、
六
九
八
種
を
脅
か
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

一
、
二
九
三
種
は
す
で
に
絶
滅
危
惧
種
に
分
類
さ
れ
て
い

る
。

　

最
後
に
、
従
業
員
の
参
加
は
、
特
に
天
然
資
源
企
業
に

と
っ
て
、
企
業
の
生
物
多
様
性
の
実
践
を
改
善
す
る
た
め

に
不
可
欠
で
あ
る
。
鉱
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
林
業
の
よ
う

な
天
然
資
源
企
業
に
特
に
焦
点
を
当
て
る
の
は
、
生
物
多

様
性
に
直
接
的
か
つ
非
常
に
関
連
性
の
高
い
影
響
を
与
え

る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
ほ
と
ん
ど
の
組
織
で
は
、

生
物
多
様
性
問
題
の
本
質
的
な
複
雑
さ
や
、
組
織
の
欠

陥
、
特
に
企
業
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
明
確
で
な
か
っ
た

り
、
従
業
員
の
研
修
や
ス
キ
ル
が
不
足
し
て
い
た
り
す
る
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た
め
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の
た
め
に
求
め
ら
れ
る
従
業

員
の
行
動
は
比
較
的
未
発
達
で
あ
る
。

⑶
　
生
物
多
様
性
と
企
業
価
値

　

第
一
に
、
資
本
市
場
が
生
物
多
様
性
へ
の
関
心
を
高
め

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
五
三
億
ポ
ン
ド
の
運
用
資
産
を
持

つ
国
際
的
な
資
産
運
用
会
社
で
あ
る
Ｆ
＆
Ｃ
ア
セ
ッ
ト
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
に
上
場
す
る

企
業
の
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
レ
ベ
ル
を
、
レ
ッ
ド
、
ア
ン

バ
ー
（
琥
珀
色
）、
グ
リ
ー
ン
の
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
い

ず
れ
か
に
割
り
当
て
る
手
法
を
開
発
し
た
：

　

①�

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
・
セ
ク
タ
ー
と
は
、
ほ
と
ん
ど
の
企

業
が
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が

高
く
、
か
つ
そ
の
リ
ス
ク
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
セ

ク
タ
ー
で
あ
る
。

　

②�

ア
ン
バ
ー
ゾ
ー
ン
と
は
、
一
部
の
企
業
が
生
物
多
様

性
リ
ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
、
リ
ス
ク

が
大
き
い
可
能
性
が
あ
る
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

　

③�

グ
リ
ー
ン
ゾ
ー
ン
・
セ
ク
タ
ー
は
、
生
物
多
様
性
リ

ス
ク
に
さ
ら
さ
れ
る
可
能
性
が
低
く
、
リ
ス
ク
が
企

業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
を
特
定
す
る
の

が
難
し
い
セ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

　

彼
ら
は
、
各
セ
ク
タ
ー
で
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
を
調
査

し
、
生
物
多
様
性
の
情
報
開
示
が
資
本
市
場
の
企
業
価
値

評
価
に
直
接
関
係
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
た
。
さ
ら
に
、

市
場
は
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
に
積
極

的
に
反
応
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
生
物
多
様
性
に

関
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
る
と
、
生
物
多

様
性
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
産
業
や
企
業
の
評
価

は
下
が
り
、
そ
う
で
な
い
産
業
や
企
業
の
評
価
は
下
が
ら

な
い
か
、
上
が
る
こ
と
さ
え
あ
る
（Giglio et al., 

2023

）。

　

第
二
に
、
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
の
財
務
的
価
値
と
、
環
境

危
機
が
企
業
に
も
た
ら
す
コ
ス
ト
を
示
す
研
究
も
あ
る
。
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企
業
は
、
環
境
へ
及
ぼ
す
影
響
の
管
理
を
含
め
、
企
業
の

社
会
的
責
任
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
ビ
ジ
ネ
ス
上
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
効
果
的
で
な
い
環

境
管
理
は
ビ
ジ
ネ
ス
に
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
が
、
効
果
的

な
管
理
は
企
業
に
よ
り
多
く
の
機
会
を
も
た
ら
す
。
生
物

多
様
性
に
関
す
る
リ
ス
ク
と
機
会
は
そ
れ
ぞ
れ
財
務
的
な

影
響
を
も
た
ら
す
た
め
、
企
業
は
環
境
目
標
を
設
定
す
る

た
め
の
財
務
的
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
。
企
業
の
環
境
目
標
は
、
国
際
金
融
公
社
（
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
六（IFC, 2012

）⑵

に
よ
っ
て
奨
励
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
す
べ
て
の
株
主
が
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
に
対

し
て
同
じ
見
解
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
、

先
行
研
究
で
示
さ
れ
て
い
る
。Carvalho et al.（2022

）

は
、
世
界
の
最
大
規
模
の
上
場
企
業
群
に
お
け
る
生
物
多

様
性
リ
ス
ク
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
を
、
生
物
多
様
性
ポ

リ
シ
ー
の
採
用
の
有
無
を
加
味
し
て
初
め
て
定
量
的
に
評

価
し
た
。
彼
ら
は
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
一
八
年
ま
で
の

一
一
、
八
一
二
社
の
情
報
開
示
を
分
析
に
使
用
し
た
。
そ

の
結
果
、
二
〇
一
八
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
方
針
を
採
用

し
た
企
業
は
サ
ン
プ
ル
の
二
九
％
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と

を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
企
業
価
値
全
体
の
約
七
・
二
兆
ド

ル
が
潜
在
的
な
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
お
ら

ず
、
こ
の
リ
ス
ク
の
管
理
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

　

A
ddison et al.（2018

）
は
、
現
状
の
企
業
の
生
物
多

様
性
に
関
す
る
説
明
責
任
を
測
定
す
る
た
め
に
、
二
〇
一

六
年
のFortune 500 Global

の
上
位
一
〇
〇
社
（Fortu 

ne 100

）
の
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
報
告
書
を
評
価
し
た
。

そ
の
結
果
、Fortune 100

の
ほ
ぼ
半
数
（
四
九
社
）
が

報
告
書
で
生
物
多
様
性
に
言
及
し
、
三
一
社
が
明
確
な
生

物
多
様
性
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
表
明
し
て
い
た
が
、

そ
の
う
ち
具
体
的
で
測
定
可
能
か
つ
期
限
付
き
の
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
は
五
社
の
み
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
生
物
多
様
性
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に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
（
影
響
管
理
、
生
物
多
様
性

の
回
復
、
生
物
多
様
性
へ
の
投
資
な
ど
）
が
開
示
さ
れ
て

い
た
が
、
活
動
の
規
模
を
確
認
す
る
た
め
の
定
量
的
な
指

標
（
生
息
地
の
回
復
面
積
な
ど
）
を
示
し
て
い
る
企
業
は

九
社
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
定
量
的
な
生
物
多
様
性
の
成

果
を
報
告
し
て
い
る
企
業
は
な
く
、
事
業
活
動
が
影
響
に

対
処
す
る
た
め
に
十
分
な
規
模
で
あ
り
、
自
然
に
と
っ
て

プ
ラ
ス
の
成
果
を
達
成
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。

四
、
結
論
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

近
年
、
気
候
変
動
と
そ
の
国
や
企
業
へ
の
経
済
的
影
響

に
関
す
る
学
術
的
・
政
策
的
な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る

が
、
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
・
エ
ク
ス
ポ
ー

ジ
ャ
ー
と
そ
の
企
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
よ
り
多
く
の

事
実
と
示
唆
を
提
供
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で

は
、
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
と
企
業

価
値
に
つ
い
て
、
主
に
政
府
報
告
書
や
一
般
的
な
法
律
評

論
の
知
見
を
用
い
た
学
術
的
先
行
研
究
を
レ
ビ
ュ
ー
し

た
。

　

重
要
な
発
見
と
イ
ン
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。
第
一
に
、
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
は
企
業
の
市
場

価
値
や
将
来
の
存
続
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
た
め
、
企
業

の
投
資
家
や
株
主
は
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
に
関
心
を
持
つ

べ
き
で
あ
る
。
経
営
者
は
そ
の
役
割
上
、
地
域
社
会
よ
り

も
時
間
軸
が
短
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が

引
退
し
た
一
〇
年
後
、
一
五
年
後
に
明
る
み
に
出
た
環
境

破
壊
の
責
任
は
誰
が
負
う
の
だ
ろ
う
か
？
特
に
資
源
会
社

の
場
合
、
経
営
者
や
株
主
が
生
物
多
様
性
保
全
に
強
く
コ

ミ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
、
企
業
の
株
主
、
投
資
家
、
地
域
社

会
は
間
違
い
な
く
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
に
苦
し
む
こ
と
に

な
る
。
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第
二
に
、
企
業
の
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
の
低
減
に
は
、

経
営
者
と
従
業
員
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
経

営
者
は
、
経
営
者
と
株
主
の
間
の
情
報
の
非
対
称
性
を
低

減
す
る
た
め
に
、
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
に
関
す
る
開
示
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
従
業
員
に
研
修
や
ス
キ
ル
を

提
供
し
、
企
業
の
生
物
多
様
性
活
動
を
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

こ
の
分
野
の
研
究
に
は
い
く
つ
か
の
限
界
が
あ
る
。
研

究
は
端
に
つ
い
て
ば
か
り
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
十
分
な

研
究
成
果
の
蓄
積
が
無
い
。
生
物
多
様
性
リ
ス
ク
は
定
量

化
お
よ
び
体
系
的
な
研
究
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
生
物
多

様
性
に
関
す
る
今
後
の
研
究
で
は
、
生
物
多
様
性
リ
ス
ク

の
新
た
な
尺
度
の
使
用
、
お
よ
び
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
に
対

す
る
企
業
や
産
業
の
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
の
尺
度
の
使
用

に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

（
注
）

⑴　

https://w
w

w
3.w

eforum
.org/docs/W

E
F

_G
lobal_R

isks_
Report_2023.pdf

⑵　

https://w
w

w
.ifc.org/content/dam

/ifc/doc/m
grt/gn-engli 

sh-2012-full-docum
ent-updated-june-14-2021.pdf
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